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    This reports the highlights of the 25th International Conference on Software Engineering. 

 
1. 盛況であった ICSE2003 
 
ソフトウェア工学国際会議(ICSE)はソフトウェア工学
を代表する国際会議をとして毎年開催されている[1]． 
第25回ソフトウェア工学国際会議(ICSE2003)は，米
国 Oregon州 Portland市の Hilton Hotelで 5月 3
日(土)~１０日(土)(本会議は 6 日(火)～8(木))の日程で
開催された．イラク戦争，SARS，米国と世界の景気停
滞などの悪要因があったにもかかわらず，869 人の参
加者(内日本から 18名)を集め，大変盛況であった． 
内容面でも，示唆に富む質の高い基調講演，興味あ

る研究成果の発表はもとより新たな研究課題を扱うセッ

ションの企画，数多くのワークショップ，25回を記念する
企画など，盛り沢山であった． 
本稿は ICSE2003のホットトピックスを紹介する． 

2. ICSE2003のアーキテクチャ 
 
(1) ICSEへの要求の変化：ソフトウェア工学の多様化と
深化に対応 
ここ数年の傾向として，本会議を核として数多くのチ

ュートリアルとワークショップが企画されている．これは，

ソフトウェア工学の技術の広がりと深化，アプリケーショ

ンドメインの広がりに対応して，多数の多様な分野の参

加者に参加の動機付けを図ること，また，萌芽的研究

課題・成果の掘り起こしを狙いとする． 
 
(2)本会議の構成 
  本会議は基調講演などを除いて 4並列トラックから成
る．論文の内容は募集，査読基準も含めて，次のように

明確に分けられている． 
1) 研究論文：従来からある研究成果の発表(４２件) 

2) 経験報告：企業での実践経験などの発表(16件)． 
3) ソフトウェア工学教育：新設トラックで，ソフトウェア工
学の教育訓練の発表(11件)． 
近年，ICSE に限らず多くのソフトウェア工学関連の
国際会議で経験報告の発表を集める工夫をしている． 
この他，リサーチデモ，博士課程学生の研究発表を

行うドクトリアルシンポジウム，ミニチュートリアルなど，多

様な企画があった．なお，これらの内容は，その年のプ

ログラム委員会を中心に企画され，年によって異なる． 
ICSE の研究論文の採録率は低いことが知られてい
る．ここ3年間，投稿件数が増え，今年の研究論文の投
稿数は最多の324件で，採録数42件の採択率は13%
であった．なお，経験報告と教育の投稿数は，それぞ

れ，61件と 52件であり，研究論文より採択率は高い． 
後述するように，Carnegie Mellon 大学の Mary 

Shawが，昨年と今年の投稿/採録論文の内容を分析し
て，いかにソフトウェア工学の研究を行い，いかに論文

を書くかという報告にまとめ，ミニチュートリアルを行った．

扱う問題，解法，評価についてパターン化し，極めて示

唆に富む内容である．この報告はソフトウェア工学の研

究・実践にかかわるすべての人に一読を勧めたい． 
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(3)併設のワークショップ・シンポジウムの構成 
  ICSEの企画として 14件のワークショップが開催され
た．その他に ICSE とは独立であるが同時開催
(Co-located)のワークショップが 5 つあった．さらに，こ
の他に，次の 3 つのシンポジウムが開催された．ドクトリ
アルシンポジウム以外は，初めての企画である． 
a) パイオニアシンポジウム：25 周年記念企画として，
ソフトウェア工学のパイオニアの経験を聞くもので

ある． 
b) ソフトウェア工学新任教員シンポジウム(The New 

Software Engineering Faculty Symposium)：
新任教員を対象に，講義，研究の進め方をベテラ

ン教員が紹介する，教育的シンポジウムである． 
c) 博 士 課 程 学 生 シ ン ポ ジ ウ ム (Doctorial 

Symposium)：博士課程の学生が，その研究成果
を発表・討議に対し，本分野の著名な研究者によ

るコメントが得られる点に特徴がある． 
ワークショップでの発表は，特に，若い研究者にとっ

て，ICSE への登竜門でもあるとともに，議論を通してフ
ィードバックが得られる良い機会である．大学院修士課

程の発表者も少なくない．参加者は，ワークショップに

よって異なるが 10 人～50 人と幅広い．また，運営のワ
ークショップによって異なる． 
 
(4)チュートリアル 
様々な内容の 17 件のチュートリアルが開催された．
最近の傾向としては，入門的あるいは伝統的な話題は

ほとんどなく，新しい研究課題を扱うのもが多い． 
なお，会議の詳細な内容は ICSE2003のWebペー
ジ[1]を参照願いたい． 

3. 本会議の話題 
 

3.1 基調講演 
(1) The Grand Challenge of Trusted Components, 
Bertrand Meyer (ETH, Switzerland and ISE, 
USA) 

  MeyerはDesign by ContractやEiffelなどの優れ
た業績で著名である．彼の講演は，エスプリの効いた独

特の語り口であった． 
ハードウェアの信頼性向上が部品の信頼性向上によ

り達成されたことを引用し，ソフトウェアの信頼性向上に

はソフトウェア部品の信頼性向上が必要であることを指

摘した．さらに，その方法について，ソフトウェア工学の

最近の技術を俎上に載せて批判し，ソフトウェア工学で

どのようなアプローチがあるか議論した．特に，高信頼

性を保証する方法として形式的な検証の適用を具体的

に紹介した． 
 

(2) Must There So Few? Including Women in CS, 
Joanne Cohoon (University of Virginia, USA) 
  機会均等を標榜する米国でも，コンピュータ科学
(CS)の分野で女性の教員，学生，あるいは企業の上級
管理職が少ないことが最近問題視されている．本講演

は大学における女性の教員や学生の統計調査とヒアリ

ング調査などに基づき，女性が少ない原因とその対策

を示唆した．女性が少ない主因として，CS が男性の分
野であるというイメージがあること，コンピュータに接する

経験が男性の方が早いこと，身近な，特に同性の，支

援がないことを挙げ，これら改善することを提案した． 
講演者は，リーダシップ学科の女性社会学者である．

ICSE の基調講演としては異例の話題であるが，米国
の大学では女子学生の比率がむしろ近年低下している

ことから，重要な課題と考えられている． 
 

(3) Relating Software Engineering and 
Information Security, Eugene Spafford (Purdue 
University, USA) 
  ソフトウェア工学が正常に動作するソフトウェアを対
象とすることに対し，情報セキュリティが異常な，あるい

は不正な動作をするソフトウェアが対象であることを指

摘し，両分野の連携について，大変ユーモアに富んだ

プレゼンテーションと語り口の講演であった．印象に残

った点は，セキュリティ欠陥を起こすプログラミング上の

問題の統計を示し，原因の過半を占めるバッファオー

バフローや入力範囲のチェック漏れはプログラミングの

基本であるが，なぜ，今もそのような問題を起こすプロ

グラムを書いているのか，と問っていたことである．また，

インタフェースな自動車などの組込みソフトウェアの普

及でセキュリティを取り巻く状況も変化していることも指

摘していた． 
 
3.2 話題の研究論文発表 
(1) Precise Dynamic Slicing Algorithms, X. 
Zhang, R. Gupta (U. of Arizona, USA), and Y. 
Zhang (U. of Texas at Dallas) 
これは後述する ICSE2003 Distinguished Paper
に選ばれたものの 1つであり，プログラム解析のセッショ
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ンで発表された動的プログラムスライシングアルゴリズム

について述べた論文である． 
本論文ではまず，動的スライシングアルゴリズムとし

て 1) 実行トレース結果からデータ依存グラフを完全に
作り，その後でスライス解析を行うもの，2) 事前にデー
タ依存グラフは作成せず，スライス解析実行の際動的

にデータ依存グラフを作成するもの，そして 3) 事前に
実行トレース全体を一定の大きさのブロックとして分割

し，各ブロックの最後に当該ブロックでの変数定義情報

を保存した上で，スライス解析実行時にその定義情報

を利用してブロック全体を読み飛ばせるようにするもの，

という 3 つのアルゴリズムについてそれぞれ紹介し，3) 
のアルゴリズムが良いことを，実行時間や計算にかかる

空間コストの比較を通じて説明している． 
 
(2) Modular Verification of Software 
Components in C, S. Chaki, E. Clarke, A. 
Groce (CMU), S. Jha (U. Wisconsin), and H. 
Veith (TU Vienna) 

Distinguished Paperに選ばれたもう 1編である． 
LTS(Labeled Transition System)で与えら
れる振舞い仕様をCプログラムの実装が満たすか
どうかをモデル検証する方法を提案し，ツールキ

ットを開発して評価した．方法論全体は，

abstract-verify-refineと言い，次の 3ステップが
閉じたループを形成する． 
1)Abstraction：C プログラムの CFG(Control 
Flow Graph)からモデルを生成 
2)Verify：生成したモデルを検証 
3)Refine：検証で仕様が満たされない場合，反例
(counter example)を用いてモデルを洗練． 
本報告では，Abstract と Verify のみを対象と
している．開発したツールキットで OpenSSL を例
として評価している． 
ここ数年，モデル検証を実際のソフトウェアに適

用する研究が数多いが，どのように適切なモデル

を構成するかが鍵である．この研究では，様々な

技術をうまく組合せて，実際のソースプログラムか

らモデルを生成する有効な成果を挙げた点が評

価されたと思われる． 
 
3.3 話題の企画・パネル討論セッション 
(1)ミニチュートリアル： Good Software Engineering 
Research Paper, M. Shaw (CMU) 
  これは，当初，ICSEの論文として投稿されたが，ミニ
チュートリアルとして開催された．多数の著名な研究者

も参加し，立ち見が出るほど盛況であった． 
  ICSE に投稿されたすべての論文のアブストラクトを
読み，研究論文の内容を，対象とする課題，得られた

成果，成果の評価・検証の観点で分類整理した．さらに，

採録論文がこの 3 点でどのような傾向にあるか，また，
それに基づき，どのように研究戦略を立てるべきかを示

唆した．単に良い論文の書き方ではなく，良い研究とは

どういうものか，どう取り組むべきかを示唆している． 
ソフトウェアアーキテクチャの分類で知られるように，

良く整理されたパターン化とデータ分析により説得力の

あるチュートリアルであった．本分野の水準を高めようと

する点で，労作といえる． 
なお，Shaw は本講演に関連した情報を Web サイト

[2]で公開しているので，参考にされたい． 
 
(2)サーベイとパネル討論：Automotive Software 
Engineering 
  自動車の車載ソフトウェアの開発をテーマとするドメ
イン指向ソフトウェア工学を Automotive Software 
Engineeringと呼ぶ．近年，このテーマの国際ワークシ
ョップも開催されている． 
  Daimler Chryslerのソフトウェア技術部門を統括し
ているKlaus Grimmが本分野のよく纏まったサーベイ
を行い， BMWとSiemens VDO Automotiveの技術
者を交えて，引き続き，パネル討論が行われた． 
組込みソフトウェアの中でも，安全性などの点で高品

質が要求される分野であることから，多くの研究課題が

ある．一方，開発方法は現場のソフトウェア技術者が受

け入れるものでなければならないなどの適用課題も指

摘され，研究と実務の両面で関心を喚起した． 
 
(3) パ ネ ル 討 論 ： Modularity in the New 
Millennium: A Discussion 
  アスペクト指向などの新たなモジュール化の提案と研
究の発展を背景に，ソフトウェア設計の根本問題である

モジュール化をもう一度考え直そうというパネル討論で

ある．以下のパネリストの発表があった． 
・D. Batory (U. Texas)： フィーチャ指向プログラミン
グ (FOP: Feature-Oriented Programming) 
・G. Kiczales (U. British Columbia)： アスペクト指
向 開 発  (AOSD: Aspect-Oriented Software 
Development) 
・J. Launchbury (Oregon Graduate Institute)： 関
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数プログラミング 
・P. Tarr (IBM)： MOSD (Multiple Dimensional 
Separation of Concerns) 
・ R. Balzer (Teknowledge) ：  モジュラ リテ ィ再
考：.NET などのコンポーネント指向システムで実装さ
れている仮想モジュール化(virtual modularity) 

  特に，非機能的特性は，従来のモジュール化の枠組
みでは捉えられない，各モジュール横断的な特性であ

る．このような問題に対し，現在，様々なアプローチがあ

ることが分かる．しかし，異なるアプローチが乱立して述

べられ，百家争鳴の観があり，討論は発散的であった． 

 
3.4 デモ・ポスター 
例年行われているが，レセプションの会場の壁を取

り囲むように研究デモとポスターの机，パネルを配置し，

参加者が自由に見回れるようになっていた．国内から

は，大阪大学のチームのデモが唯一採択された． 
 

3.5 賞の授与 
(1)Most Influential Paper Award] 
10回前の ICSE の論文の中で，その後最も影響のあ
った論文を表彰する．今年の受賞は，第 15回 ICSEで
発表された，B. Nuseibeh (Open U., UK) らの複数
視点 (viewpoints) に関する論文が選ばれた． 
(2) IEEE Computer Society’s Harlan D. Mills 

Award 
  Mills の功績にならい，ソフトウェア工学に顕著な功
績のあった個人を表彰する賞で，V. Basiliに授与され
た．Basiliは授賞式での短いスピーチで，Millsの謦咳
に接した経験に触れ，Mills の講演は同じ話題でもい
つも新たに学ぶことがあったことを紹介した． 
(3) Distinguished Paper 
  今年から，研究論文の中から優れた論文を表彰する
ことになり，次の 2編に授与された． 
X. Zhang, et al., Precise Dynamic Slicing 
Algorithms 
S. Chaki, et al., Modular Verification of Software 
Components in C 

4. ワークショップ・シンポジウム 
 

4.1 パイオニアシンポジウム 
大学院の学生や若手の教員を対象に，ソフトウェア

工学のパイオニアから学ぶという企画である． 
著名な，次の 4 名が，自らの初めてのプログラミング
経験とそれにまつわるエピソードから始め，研究のあり

方などを語った．続いて，パネル討論形式で議論をし

た．約 50年に及ぶ経験に基づく含蓄のある話で，面白
いシンポジウムであった． 
・B. Boehm (U. Southern California)： ソフトウェア
工学の発展と今後 
・V. Basili (U. Maryland)： 経験ソフトウェア工学
(Empirical Software Engineering) 
・M. Jackson： 方法論者として，The General and 
the particular と題して話す． 
・N. Leveson (MIT)： ミッションクリティカルシステムの
ソフトウェアの安全性． 
Boehm は，ソフトウェア工学のトレンドの変化を，従
来と今後のあり方として，次の対比で提案していた． 
従来のソフトウェア工学 今後のソフトウェア工学 
スタンドアローン すべてネットワーク連結 
ソースコード COTS コンポーネント 
要求は確定 
(静的な要求) 

要求は創発的 
(要求は急速に変化) 

進化は制御可能 COTS の進化は制御不可
能 

ソフトウェア ソフトウェアとシステム 
コスト削減効果を重視 付加価値を重視 
シンポジウム後，ホテルの最上階のラウンジを貸切っ

て，「パイオニアと語ろう」という趣旨で，立食形式のレセ

プションがあった．たまたま，Leveson と数人の学生と
のテーブルに一緒になった．大学院の修士課程，博士

課程の学生が自分の研究課題や研究を進める悩みを

ぶつけ，一方，Leveson を含めて我々教員が突っ込ん
だ質問や，「その研究課題はこの点で疑問だ」などの率

直なアドバイスをしたことが印象的であった． 

 
パネル討論： Kiczales, Balzer, Tarr, Batory, 

Launchbury, 司会の Devanbu（右から) 
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4.2 第 3 回オープンソースソフトウェア工学ワークショ
ッ プ (The 3rd Workshop on Open Source 
Software Engineering) 

  Linux や Apache などのオープンソースソフトウェア
が注目されて久しいが，本ワークショップではソフトウェ

アではなくその開発に焦点をあてた議論を行うワークシ

ョップである．Toronto で開催された ICSE2001，
Orlandoで開催された ICSE2002に引き続き，今回も
ICSE併設のワークショップとして行われた． 
今回のワークショップでは，以下の 4 つのセッション
が設けられた．各セッションはそれぞれ 1時間半の時間
が割り当てられており，はじめに事前に選ばれた参加

者が自分のプレゼンテーションを行い，その後テーマ

に沿った自由議論が行われた． 
・Toolkits and Development Environments 
 M. Shaikh and T. Cornford (London School of 
Economic, UK): Version Management Tools: CVS 
to BK in the Linux Kernel 
・Processes and Development Methods 
 J. R. Erenkrantz (U. of California, Irvine, USA): 
Release Management within Open Source 
Projects 
・Social and Organizational Structures 
 M. S. Elliott (U. of California, Irvine, USA): The 
Virtual Organizational Culture of a Free 
Software Development Community 
・Research Tools and Methods 
 D. German and Audris Mockus (U. of Victoria, 
Canada): Automating the Measurement of Open 
Source Projects 
参加者は約 30名程度であったが，Sourceforge の
運営でも知られるVA Software の Larry Augustine 
をはじめ，Apache Software Foundation (2 番目の
発表者である Erenkrantz )やGNOME Foundation 
(4 番目の発表者である German)など，実際にオープ
ンソースソフトウェア開発に携わっている人々が多数参

加していていた．このため，ICSE というアカデミックな
場でありながら，各プロジェクトでの現状など具体的な

例を交えた地に足のついた議論となった．各セッション

とも議論は勿論，お互いが各プロジェクトでの現状を学

ぶという観点からも非常に勉強となる場であった． 
また，今回残念ながらワークショップでの発表は行え

なかったが，ワークショップ終了後に「似た研究をしてい

るのでぜひ話が聞きたい」と質問をうけ，その場でPCを
広げてツールのデモを行い，意見交換を行うことができ

たのは有意義であった． 
各セッションとも時間が不足ぎみではあったが，4 つ
のセッションは時間通りに行われた．最後に，次回の開

催を確認して，丸一日にわたったワークショップは締め

くくりとなった．なお，今回のワークショップの論文集[3]
がWebで公開されているので，参照されたい． 

4.3 第 6 回コンポーネント指向ソフトウェア工学ワーク
シ ョ ッ プ (CBSE6: 6th Int’l Workshop on 
Component-Based Software Engineering) 

  京都で 1998 年に開催された ICSE で始まったコン
ポーネントに関するワークショップである．今年は，昨年

に引き続き，コンポーネントの組合せ(composition)と
それに関する検証・評価を話題とした．50 名近い参加
者を集め，関心の高さを伺わせた． 
  組合せでは，振舞いの問題，コンポーネントの依存
関係，あるいは，品質や性能などの非機能的特性が組

合せでどうなるか，などの発表があった．検証・評価で

は，組合せに伴う，振舞いの検証や非機能的特性の評

価などの発表があった． 
2日間であったが，午前中は採録された18編の論文
発表を行い，午後はいくつかのテーマで討論する形式

であった．論文は内容的に興味ある話題があり，研究

の進展も伺えた．しかし，発表時間が 1 編 18 分(発表
15 分)であったため．質疑の時間がほとんど取れず休
憩時間が実質的に個別に質疑をする時間となった．午

後は，コンポーネントとは何かなどの基本的話題の議論

となった．参加者の理解や議論がかみ合わず，ややま

とまりを欠いた議論となったことは残念であった． 
 
4.4 第 3 回ハイアシュアランスソフトウェア工学ワーク
ショップ(SEHAS: Intl Workshop on Software 
Engineering for High Assurance Systems) 
HAS(High Assurance System)とは，シス
テムのセキュリティなどの特性が要求を満たすこと

を実証されているシステムを言う．満たすべき特性

は，セキュリティの他に，安全性，生存性

(survivability)，耐故障性，実時間性などである．
対象システムとしては，障害が大きな社会的リスク

を招く，原子力発電所の制御システム，医療など

の生命に関わるシステム，航空システム，軍事シ

ステムである．そのため，Caltech の JPL(Jet 
Propulsion Lab.), Naval Research Lab., SEI
などの人が中心となって運営された． 
ワークショップの議論の視点として，プロセス

 
パイオニアシンポジウム：Leveson, Jackson, 

Basili, Boehm (右から) 
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とプロダクトに加え，プロファイルという開発状況の

情報を用いて実証する点が挙げられていた．アプ

ローチとしては，CMMI などのプロセス能力の改
善や要求工学における非機能的要求を扱うアプ

ローチと形式的手法・検証の 2つがあった． 
会期は 2日であった．2日目の午後を除いて，
採録論文を中心に発表と質疑を行った．1件の時
間を 1時間近く取り，発表の中で自由に質疑を行
うことでワークショップ的な運営をおこなった．2 日
目の午前，M. Young (U. Oregon)が Symbiosis 
of Static Analysis and Software Testing と題
して，モデルチェッキングなどの静的解析と試験と

の相補性と組合せについて議論した，よくまとまっ

たサーベイを紹介した． 
わが国でも情報システムの障害が大きな問題

を引き起こしていることから，興味ある話題と言え

る． 
 
4.5 ソフトウェア構成管理ワークショップ (SCM-11: 

11th Intl. Workshop on Software 
Configuration Management) 
本ワークショップは，ICSE2003 本会議の翌日より 2
日間の日程で開催された併設ワークショップの1つであ
る．これまで毎年もしくは隔年ごとに行われており，今回

で 11回目である。 
各発表は件数にとらわれず内容別のセッションにそ

れぞれ分別されており，まず全部の発表を聞いてから

議論を行う形式であった．今回のワークショップでは，

バージョンモデルやコンポーネントベースのシステムに

関する論文が多く，その他，セキュリティ，同期制御，分

散システム，SCM アーキテクチャ，教育に関する話題
についてそれぞれ議論した．ただ，発表に対する質疑

の時間が比較的長く取られたため，議論中心のワーク

ショップと，発表中心のワークショップのどちらでもない

状態になってしまったのは多少残念に感じた． 
2 日目の最後で，クロージングとして今回のワークシ
ョップを総括する時間が設定されていた．このクロージ

ングでは，今回のワークショップ運営についての報告や，

参加者から今後ワークショップをどう継続・運営するか

について，積極的な提案が行われた．それらの提案の

中には企業やオープンソースの開発者と意見交換をす

る重要性や，ワークショップ以外での意見交換の場の

必要性，などがあった．単に研究発表だけではなく，同

じテーマを共有する仲間同士のコミュニティを大切にす

る態度や，その努力を惜しまない態度には共感するも

のがあった． 

5. ソーシャルイベント 
 
米国以外では，バンケットなどで開催地のカルチャを

紹介するイベントが開催されるが，米国ではあまりない．

今回も，立食形式の簡単なレセプションが2日間開催さ
れただけで，バンケットやソーシャルイベントはなかった．

しかし，多くの人と話ができるメリットがある点とコスト面

で，最近の米国ではこのようなスタイルが好まれるので

あろう． 

6. 所 感 
 
  報告者それぞれの視点から所感を述べる． 
(1) 青山の所感 
  近年，ICSE には毎年参加しているが，今年は内容
面で新しい話題があったり，パイオニアの含蓄のある話

など，学ぶことが多かった，また，運営も円滑であった．

ソフトウェア工学の研究と実践の水準，動向を定点観測

する意味でも，参加する意義は大きいと思われる． 
  参加者分布を見て，印象的な点が幾つかあった．ま
ず，全体の 30%以上が学生であること．発表でも PhD
を取得したばかりの若い研究者・技術者が多いという印

象を受けた．地域的に見ると，ヨーロッパからの参加者

が多かった．一方，わが国からの参加者が少なかった

のは残念であった．昨年は，当研究会が中心となってソ

フトウェア進化に関する国際ワークショップを開催したこ

ともあって，わが国から多数の参加者があった．今年は

連休と重なった点などもあったかと思われる． 
特に，ICSE やオブジェクト指向の OOPSLA な
どの分野を代表する国際会議は研究と実践の水

準，動向を知ることができる点で意義がである．さ

らに，新たな技術に関して，賛否両論の議論があ

り，視野を広げることは，大学だけでなく，企業に

おける研究開発の戦略立案でも欠かせない．イン

ターネットの普及で情報のアクセスは便利になっ

たが，議論を通して技術の流れを肌で感じ，コミュ

ニティに参画することの価値は，技術の変化の速

度が高まっている現在，一層重要である．   
(2) 松下の所感 

ICSE2003 に参加して一番感じたことは，通常の発
表等はもちろんのこと，パネルやチュートリアル，ワーク

ショップなどの併設イベントが充実していたことである．

今回参加したオープンソースソフトウェア工学ワークショ

ップは議論中心のワークショップとしては初めての参加

であったが，良い意味で予想を裏切られる充実したワ

ークショップであった． 
研究発表の内容は論文集で読むことができても，パ

ネルやワークショップの議論がそのまま活字になること

はまずない．その意味でも実際にパネルやワークショッ

プに参加することによって得るものは大きく，今後の研

究を進める上で重要であると感じた．また，単に受身の

姿勢で参加するのではなく，自ら発言，あるいは直接会

って質問するなど，積極的な姿勢で参加することがとて

も重要であることを再認識した． 
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7. まとめ： 参加の意義と勧め 
 
  昨年は開催地をアルゼンチンから米国に急遽変更し
たことから参加者が減ったが，ここ数年，ICSE は大変
活況である．研究のモチベーションとして，インターネッ

トや組込みなどの分野で新たな課題が提起され，また，

方法論や検証など研究・実用化が進んでいる．興味を

引かれる話題やセッションが多い． 
上述したように，ICSEでの論文採録は極めて難しい
が，ぜひ，挑戦して欲しい．また，その前段階として，ワ

ークショップは間口も広く，相互に関係した発表を討議

する機会がある．英語を母国語としない不利は否めな

いが，参加し，慣れることも重要である． 
今後の予定として，2004 年は英国 Edinburgh で，

2005年は米国 Saint Louis，2006年は中国初めて上
海での開催が予定されている[1]． 
また，わが国をはじめとするアジア太平洋地域で，10
年前から，アジア太平洋ソフトウェア工学国際会議

(APSEC: Asia-Pacific Software Engineering 
Conference)が毎年開催されている[4]．ICSE に対し
て，この地域を代表するソフトウェア工学の国際会議の

役割を果たしている．まず，APSECで発表してみること
も考えられるだろう． 
本報告を機会に，ICSEや APSEC などの海外での
発表と参加が増えることを期待する． 
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